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研究紹介の本文：我々はこれまで核酸及び蛋白質に関し、特異な立体構造の決定と

両者の相互作用様式の解明を行ってきた。最近毒素蛋白質 SLOを用いた細胞への物

質の導入法をサイトゾルを用いて高度化する事で、核酸をヒト細胞に効率的に導入

する事が出来るようになり、ヒト細胞中における核酸の NMRシグナルを観測する事

に成功した(図)。このアドバンテージを生かして、希薄溶液下と細胞中の分子夾雑

下とでは核酸の立体構造に違いがあるのか、また PEG等は細胞における分子夾雑環

境を完全に模す事ができるのかを明らかにする。さらに核酸と低分子化合物及び蛋

白質との相互作用に関し、希薄溶液下と細胞中の分子夾雑下とでは違いがあるのか

を明らかにする。 
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図 DNA (左)及びRNA（右）の塩基対形成を反映したNMRシグナルの
ヒト細胞中における観測


